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　こ）il院3：て：ま、建某生産の近代化をはかるた｝y．に、

建築物の屋根・外壁・1「III「1二則・「田r部・床などの香部位

に要求され7r　能を分llTL．，lt／tな建，籍材料のf’「：能か

ら｝同∴「Lて．」11乏だ二：〕｛寸1i．　1「「　：．～1をlllli’…’I　Lて，そカに適1）た

丁法をll脳三L．　L．．1と1f．剤．1：が高1、しかも性樵1．［’・Jに一」．

ぐ／b　t［IVr部．ll法を儲1立すうた．．．用「究を行な一．ている，

　．ミた最近のZT［iおよ’メヲ」1しの巨ノく化に｛．］／って公V，ll：，火

ノこなどによ7人命への障1：も増／くしてL6のて，火表特
t　二　 ：　ξ ＿二　 」仁　 ’　／・　ノ＼ 一／「IT　 ；i ll　il改　v⊃　il墜　；Il　kl　　　E一　 ζ　よ　 il　　　－：／　オニ　 ，ll　 1　1 ．二　，　　　 千卜 i－1／ 季／．1～．　　，

「1駆t，）r）．i火i．請巨，チ’．1厘性能など都」㌃験し，安全な工法しり

i）Rll…i，　Ii，勝ヒに対すζ．資料をつく．．と．ともに、／Vtどのよ

うにして玄全に屋外に排IL「旨r：1かという1武験研究をけな

って，高層および地．卜’建芽の交全】［乍を「’1⊥乏するためり

資liDi，，供を1”i．なっている．

　星野教授q1召FI［6年東大卒ノのもとに「ll村助手が主と

して防火関係の試験に従事し，研ノ嘱託として、岡山誠

二，後嘱、達之助，長自として小川純丁．，林信昭らが研究

二：の研究．紫務を分手旦している，

　大学院博士言［k程に三村山夫，修」1　i，1－．に上原惇彦が在

おし，研究補助員として原田瑞広郎，黒羽正行，関原蟄

写真1　床用耐火試験炉
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兵藤成丁らが研究を助けている．

　この研ノ『室で行なってきた研究とL．ては，昭和25年

頃から軽金属の建築への∬Ll11の標準工i；ノ1を確立し．径金

属と鉄骨を利用し1セブレハブの先べんをつけ，わが圓

の1i「凸二鉄骨の開プ・．の端緒を開いたほか，昭和27年頃か

ら，FRP，硬質塩化ビニルなどの建材Lリ倒発研究と難桝

化の研ノLをけない、ついで各Flr材料・を紺みrトわ」よたプラ

スチックバネル，謄量サンドイッチ’ネルの研究をけな

い，それらの性能を力学・｝」「二・防火性・Irll景叔性・壁ま「1『n，．な

どの点から比較検討して，建築．呑部位に要求される性封旨

値の級’1隊iをつくるための資料とした．

　また，辻築色彩の配色の基準的な考え方をとりまと

め，大阪府の要請によって千里，泉北などの大団地の色

彩計画を立案，措導し，「1失・電電公社・東京都などの

色彩委員∫こについても指導的役割を果してきている．

　実際の設計面では，粟邦レース，日本クロスなどの工

場計画、千葉県庁，千葉市役所，松阪市役所，などの設

計計画を行ない，横1「．’　新宿などの防災街区の設計にも

指導1’1勺役割を果している，　　　　　（教農　星野禺L）

写真2　床を貫通する塩ビ管の性状をしらべる


